日本鉄鋼協会　学会部門

材料の組織と特性部会フォーラム　要領　
1. 材料の組織と特性部会に、以下の活動を目的としたフォーラムと自主フォーラムを設置する。
　フォーラム：本部会ロードマップに明記された次世代鉄鋼材料開発およびその基盤技術確立に貢献する課題について研究を行う。活動期間は2年とし、その活動成果を広く会員に公開するとともに、研究会などに発展させることを主眼とする。

　　自主フォーラム：本部会ロードマップに明記された次世代鉄鋼材料開発およびその基盤技術確立を視野に入れて選定された課題に関して調査・研究・情報交換などを行い、最大2年間の活動によって具体的な研究課題に昇華させ、フォーラムや研究会に発展させることを目標にする。その活動成果は、広く会員に報告されることが望ましい。　
2. フォーラムの設置は運営委員会で審議し、決定する。活動期間は3月1日から翌年2月末日までを1年として2年間とする。ただし、活動内容によっては更新されることもある。部会はフォーラムに一定額の運営費を補助する。運営費は単年度で決算されるが、最終年度の成果のとりまとめに対しては、申請により次年度での予算の繰越し使用を認める。
3. 自主フォーラムの設置は、5名以上の部会登録者による申し出を基に運営委員会で決定する。部会　　は自主フォーラムに一定額の運営費を補助する。
4.　運営費の補助を受けるフォーラムおよび自主フォーラムの運営費予算は運営委員会で決定する。
5.　フォーラムおよび自主フォーラムの運営責任者を座長とする。運営費の補助を受ける各フォーラムには会計担当者を置き、その指示により鉄鋼協会フォーラム会計専任者が出納を行う。
6.　座長は、年度末に当該年度の活動報告書を、活動終了時には2年間の活動報告書を作成して、部会に提出しなければならない。
（平成7年3月16日　材料の組織と特性部会準備会　議定）
（平成8年12月24日　材料の組織と特性部会運営委員会　一部改定）

　　(平成13年6月22日　材料の組織と特性部会運営委員会　一部改定)　

　　(平成24年4月25日　材料の組織と特性部会運営委員会　一部改定)　
材料の組織と特性部会　フォーラム･自主フォーラム　運用ルール　　　　　　　　2012.03.19　
【予算･活動年度などについて】

・活動年度と会計年度を協会本部に合わせ、3月開始翌年2月終了とする。

　単年度で決算し、残金の繰越は認めないが、終了後の春季講演大会等の企画に対しては
　最終年度の残金に限り、申請により使用可。

→企画提案時に予算化する。活動計画にも記載する。

・各フォーラム会計担当者･事務局(部会業務担当者)は使用額を把握する。

・事務局(フォーラム会計専任者)は各フォーラム会計担当者に実績を報告する。（年2～3回）
　(実績を確認したい場合は事務局まで随時問い合わせ可)

・予算は採択件数、全体予算等を考慮し運営委員会で決める。

　フォーラム：80万円/1件を上限とする。

　自主フォーラム：20万円/1件(定額)
【提案・採択について】
･フォーラム採択：毎年1月の運営委員会

･自主フォーラム：毎年1月の運営委員会、随時提案可

･ロードマップにあるテーマが望ましい。

･2年ごとにステップアップすることが望ましい。

　(フォーラム　→　フォーラムは原則認めない。)

　自主フォーラム　→　フォーラム

　フォーラム　→　研究会

･同じようなテーマを継続させず、座長も交替し新規性があることが望ましい。

･分野で設置するフォーラム（ex.チタン・ステンレスなど）には配慮する。
･フォーラムについては運営委員会でも必要に応じて戦略的に企画していく。
･更新(継続)希望については新規と同様のフォーマットで申請することとし、1月の運営委員会に諮る。
